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Abstract
The authors recorded digital videos of eight one-to-one interactions between nursery 
teachers and infants who were in the process of being weaned, and analyzed the movements of 
the infants and the teachers, paying attention especially to verbal and physical adjustments made 
by the two nursery teachers and four infants involved in this case study. The infants were in the 
early stage of mastering self-feeding to eat.
The two teachers showed sympathy for the infants, and invited and encouraged them to eat. 
Two contrasting ways of helping the infants were noted: making verbal adjustments centered on 
helping them eat, and making physical adjustments centered on the infants’ eating behavior. The 
authors assume that the latter might lead to better results for teachers if the teachers 
synchronize their bodily movements with those of the infants.






































した。ここでは，完全援助から自食への移行期かつ自己主張の発露する 8 か月～11 か月児の食事場




観察対象は都内認可 Z 保育所 0 歳児クラスに在籍する女児 4 名（撮影時の月齢 8～11 か月）と対象児
を担当する保育者 2 名であった。X 保育者は，Z 保育所での経験年数 5 年目，0 歳児クラス担当は初
めてであった。Y 保育者は，Z 保育所での経験年数 3 年目，0 歳児クラス担当は 3 回目であり，前職
では保育所以外の児童福祉施設での経験を有していた。
2.2　観察期間と分析対象回
平成 28 年 5 月～平成 29 年 2 月の期間，Z 保育所の 0 歳児保育室内にて月 1～2 回の頻度で食事場
面を DV カメラにて撮影した。分析対象回は，保育者がスプーンを子どもの口に運ぶ完全援助の時
期から，子どもが自らの手で食べ物を口に運ぶようになる自食へと移行する時期である月齢 8 か月～





撮影対象クラスには，0 歳児 10 名が在籍しており，保育者 4 名がクラスを担当していた。対象ク
ラスでは担当制をとっており，休暇等の場合を除き，食事時には担当保育者が援助にあたっている。






























保育者が援助する際の言語的調整と身体的調整について表 1 に i）encouragement, ii）evaluation, 










発話，価値づけをした発話に該当するものを evaluation とした。2 つの小カテゴリー〈意味づ
け〉〈賞賛〉に分類される発話をカウントした。
iii）question









































食事時間の平均は，12 分 54 秒（SD 3 分 19 秒）であった。対象児が食べ物を口にした総数は，A 児
は 9 か月で 22 回，10 か月で 17 回であり，他児と比べると少ない。B 児は 10 か月で 60 回，11 か月
で 30 回と回数に差があるが，10 か月では 1 分あたりの頻度が 4.42 回と多く，早いペースで口にし
ていたことが読み取れる。1 分あたりの頻度は C 児が 8 か月で 2.66 回，9 か月で 2.68 回，D 児が 10
か月で 2.78 回，11 か月時で 2.33 回であり，Y 保育者が援助を担当する C 児・D 児では観察回によ
る頻度の差が少なかった。摂食様態は，A 児は 9 か月・10 か月ともに全面援助，C 児は 8 か月が全




X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
食事所要時間 '（分）''（秒） 7'35'' 12'35'' 13'34'' 10'21'' 15'24'' 19'00'' 14'23'' 14'37''
子どもが食べ物を口にした回数（回） 22 17 60 30 41 51 40 34
 頻度（回/分） 2.90 1.35 4.42 2.90 2.66 2.68 2.78 2.33
保育者の援助により口にした回数： N（回） 22 17 45 16 41 35 27 17
 口にした回数のうち N の割合 100.0% 100.0% 75.0% 53.3% 100.0% 68.6% 67.5% 50.0%
自分の手で口にした回数： S（回） 00 00 15 14 00 16 13 17
 口にした回数のうち S の割合 0.0% 0.0% 25.0% 46.7% 0.0% 31.4% 32.5% 50.0%
3.1.2　保育者の援助に対する拒否
拒否の割合は，B 児・C 児・D 児では月齢とともに減少もしくは同程度であるが，A 児は 0.0% か






両保育者の援助行為の出現回数・1 分あたりの出現頻度を表 4 に示す。小カテゴリーの出現率につ
いて，Mann-Whitney U検定を行った結果，言語的調整では，〈意味づけ〉〈賞賛〉〈確認（intention）〉
に有意差がみられた（p＜.05）。〈意味づけ〉は X 保育者に多く，特に A 児 9 か月で 1.71 回/分，B 児
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10 か月で 1.92 回/分と多く出現していた。〈賞賛〉も X 保育者に多く，A 児 10 か月では 1.11 回/分，
B 児 10 か月で 0.96 回/分と多く出現していた。一方，Y 保育者では〈賞賛〉の出現がない観察回が
2 回あり（C 児 8 か月・D 児 10 か月），C 児 9 か月で 0.37 回/分，D 児 11 か月で 0.21 回/分と出現が少
なかった。〈確認（intention）〉も X 保育者に多く，A 児 10 か月で 1.83 回/分，B 児 11 か月で 1.16
回/分であったが，Y 保育者ではいずれの回も 0.4 回/分以下の出現であった。
身体的調整では〈共時的咀嚼〉に有意差がみられた（p＜.05）。〈共時的咀嚼〉は Y 保育者に多く出
現しており，各回とも 0.8 回/分以上の出現であったが，X 保育者ではいずれの回でも出現はなかった。
表 3　保育者が口に運ぶ回数・子どもが拒否をした割合
X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
保育者が対象児の口に食べ物を
運ぼうとした回数（回） 22 32 57 19 47 35 40 25
拒否（回） 00 15 12 03 06 00 13 08
 R の割合 0.0% 46.9% 21.1% 15.8% 12.8% 0.0% 32.5% 32.0%
表 4　各事象の出現回数・1 分あたりの出現頻度
X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
言語的調整 9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
encouragement
　食べ物の提示（回） 07 12 06 05 03 11 11 04
 頻度（回/分） 0.92 0.95 0.44 0.48 0.19 0.58 0.76 0.27
　行動の提案（回） 08 16 26 06 04 07 09 13
 頻度（回/分） 1.05 1.27 1.92 0.58 0.26 0.37 0.63 0.89
　口の動きの促し（回） 09 14 26 03 31 30 34 31
 頻度（回/分） 1.19 1.11 1.92 0.29 2.01 1.58 2.36 2.12
evaluation
　意味づけ（回） 13 11 26 08 05 12 01 04 *p＜.05
 頻度（回/分） 1.71 0.87 1.92 0.77 0.32 0.63 0.07 0.27
　賞賛（回） 06 14 13 07 00 07 00 03 *p＜.05 頻度（回/分） 0.79 1.11 0.96 0.68 0.00 0.37 0.00 0.21
question
　確認（intention）（回） 03 23 09 12 06 07 05 03 *p＜.05
 頻度（回/分） 0.40 1.83 0.66 1.16 0.39 0.37 0.35 0.21
　確認（feeling）（回） 04 10 10 05 03 08 08 01
 頻度（回/分） 0.53 0.79 0.74 0.48 0.19 0.42 0.56 0.07
身体的調整
leading
　誘起的開口（回） 1 0 00 1 07 06 15 01
 頻度（回/分） 0.13 0.00 0.00 0.10 0.45 0.27 1.04 0.07
　誘起的咀嚼（回） 3 2 14 3 05 06 06 03
 頻度（回/分） 0.40 0.16 1.40 0.29 0.32 0.32 0.42 0.21
synchronicity
　同時的開口（回） 6 0 06 0 12 09 05 01
 頻度（回/分） 0.80 0.00 0.60 0.00 0.78 0.41 0.35 0.07
　共時的咀嚼（回） 0 0 00 0 14 16 15 16 *p＜.05






A 児 10 か月時の観察回では，摂取状況は，主食が 1/4 程度，主菜がほぼ全量であった。この日の
主食はうどんのため，汁物はない。自食は出現していない。食べ物を口にした総数は 17 回，食べ物
を口にした頻度は 1 分あたり 1.35 回と少なく，意欲的な様子ではなかった。また，拒否が 15 回
（46.9%）と多かった。食事開始から 4 口目（食事開始 2 分 48 分後）になると拒否が続き，食事の継続が
難しい状況であったため，食事開始 3 分 40 秒後で食事を中断し授乳を行った後に，食事を再開して
いる。しかし，再開後 8 口目（食事再開 2 分 26 秒後/食事開始 11 分 33 秒後）から再び拒否が続き，X 保
育者は椅子に座っていた A 児を食事開始 12 分 28 秒後より膝に座らせて食事の継続を試みていた。
【場面例①】（表 5）
下線部（a）では，X 保育者はスプーンで運んだ野菜を A 児が取り込むと同時に，「あーおっきい
お口，おいしいね」と〈賞賛〉を伝えている。しかし，A 児はその間に顔を左に向けており，その
A 児の反応からは X 保育者の言葉を受け取っていないようにも感じられる。X 保育者は 3 秒後に，
「ちょっとおつゆ飲む？」と〈行動の提案〉をするが，まだ A 児は口を動かしており，スプーンが近
づくと顔を壁側に向け，拒否を示している。X 保育者は A 児の口元を追いかけるような形でスプー
ンを動かし，本当にいらないのかと念を押すように「いい？」と尋ねながらも〈確認（intention）〉，
スプーンを更に口元に近づけている（下線部（b））。言葉では意図を確認しながらも，A 児の反応とは






表 5　場面例①（A 児 10 か月-X 保育者）
A 児 X 保育者
◦スプーンで野菜を口に運ぶ。


















 場面例①： 23 秒間（食事開始後 10'20''～10'43''）
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【場面例②】（表 6）









とに対する残念さが含まれた言葉だと推察する。その言葉と共に A 児の頭をなでており，A 児の食
べたくない気持ちを受容した X 保育者の表現だと感じられる。しかし，同時に X 保育者はスプーン
に野菜をのせ，A 児の口に運んでおり，拒否を受け止めながらも食べることをすすめる行動をとっ






表 6　場面例②（A 児 10 か月-X 保育者）


















◦ 口に入れた野菜が口から出す。 ◦ (d)口から出てきた野菜をスプーンで口に戻しながら「あ
むあむ」と促し，「上手，食べれる食べれる」と言う。
◦ 背中を反らし足をテーブルの上に出す。 ◦ 「上手，おいしい」と言いながら顔を A 児の頬に近づける。
◦ 視線は皿とは別方向に向き，机を一度たたく。 ◦ 「もうちょっと食べますか」と言いながらスプーンでう
どんを掬う。
◦ 舌を出し，右足をテーブルの上に出す。 ◦ 「もうちょっと食べる？」と言う。
◦ スプーンからうどんを取り込む。 ◦ 取り込むと同時に「あ，上手，上手」。笑いながら「お
いしいね，うれしいね」と言う。
◦ 保育者の顔を見つめる。 ◦ 「えへへへへ」と笑う。
 場面例②： 63 秒間（食事開始後 13'09''～14'12''）
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いる。A 児はいたずらそうな表情で舌を出し，右足をテーブルの上に出したが，不快そうな表情で
はない。X 保育者は「もうちょっと食べる？」と〈行動の提案〉をし，うどんを口に運ぶと A 児は
取り込む。同時に X 保育者は「あ，上手，上手」とやや大げさに〈賞賛〉し，笑顔で「おいしいね，






















B 児 10 か月の観察回では，摂取状況は主食が 1/2，汁物・主菜が全量であった。食べ物を口にし
た総数は 60 回，1 分あたりの頻度は 4.42 回と多く，早いペースで食事がすすんでいた。自食の回数
は 15 回（25.0%），拒否は 12 回（21.1%）であった。自分で食べたいものに手を伸ばし，手づかみで食

















いて，X 保育者は望ましいないしは B 児に習得してもらいたい行為と捉えていることが読み取れる。
B 児がスープ皿を口から離した後，「もう 1 回やってみる？」とスープ皿を近づけ再度スープ皿から
飲むことをすすめるが，B 児は口に近づいた時にむせたような様子で後ろにのけぞる（下線部（h））。






ある。結果的に B 児は自分でスープ皿に手を入れ，もやしをつかみ口にする。それに対し，X 保育者
は B 児の頬を人差し指でつついている（下線部（j））。その表現は「あなたはそうしたかったのね」と
いうメッセージのようにも感じられ，B 児の「自分で」という気持ちを認めていることが読み取れる。
表 7　場面例③（B 児 10 か月-X 保育者）
B 児 X 保育者













◦ 再度，おかゆをのせたスプーンを口に運ぶが (e)B 児が
スープ皿に手を伸ばしたのでスプーンを戻す。
◦ スープ皿を両手でもつ。 ◦ (f)B 児の持つスープ皿を左手で支える。
◦ 口にいれてスープ皿から取り込む。 ◦ (g)「あー上手」










◦ スープ皿と B 児の手をつかんだあと，(j)B 児の頬を人差
し指でつつく。
◦ スープ皿の中のもやしを口に入れる。 ◦ 「もやし」と言う。





















C 児 8 か月の観察回では，摂取状況は主食が 3/4，汁物・主菜が全量であった。自食は出現してい





C 児はおかず皿を見つめながら，皿の中で手を動かしている。Y 保育者はスプーンで野菜を C 児
の口に運ぶ際，C 児の顔を覗き込み，口の動きを確認してから，スプーンを口に運んでいる（下線部
（a））。Y 保育者は C 児を見つめながら，咀嚼様の口の動きをしているが，この時 C 児はおかず皿を
見つめており，Y 保育者の口の動きは見ていない。Y 保育者は次の一さじを用意するが，まだ C 児
が咀嚼をしている様子を見てスプーンを皿の上で止め，C 児が皿から顔をあげたタイミングで再び咀
嚼様の口の動き〈共時的咀嚼〉を始める（下線部（b））。Y 保育者は 8 秒間口を動かしているが，この
時に C 児が Y 保育者を見つめたのは視線の合った 1 秒ほどであった。つまり，Y 保育者は C 児が別
の方向を見ている時も口を動かしており，Y 保育者の口の動きは「口の動きを見せて咀嚼を促す」
ためだけの意味合いではないと推察できる。Y 保育者は C 児の口の動きが止まったタイミングで「お
いいしいね」と笑顔で発言する（下線部（c））。その後，Y 保育者は C 児の口元を覗き込むようにし，




者が自分の鼻をこすると，C 児は顔をあげ Y 保育者を見つめる。Y 保育者は C 児と視線を合わせ，
笑顔で頷きながら「おいしいね」と伝える。C 児は Y 保育者の「おいしいね」の言葉の後に再び口
を動かし始め，Y 保育者も再び咀嚼様の口の動き〈共時的咀嚼〉を始める（4 秒間）。途中，笑顔で頷
くと，C 児は嬉しそうに体を 2～3 度横に振っており，C 児-Y 保育者間の非言語的な意思疎通が感じ
られた。
【場面例④の小考察】






0.00 回/分であった一方，身体的調整における〈共時的咀嚼〉が 0.91 回/分と多く出現しており，5
秒以上の共時的咀嚼が 10 回出現していた。中でも 8 秒（下線部（b））・10 秒（下線部（f））といった共
時的咀嚼は，観察者には本当に食べているように見えたほど疑似的な口の動きであった。しかしなが





表 8　場面例④（C 児 8 か月-Y 保育者）
C 児 Y 保育者
◦ おかず皿を見つめながら，皿の中で手を動かし
ながら，運ばれてきたスプーンに口を開く。




◦ C 児と一緒に咀嚼様の口の動きをする（2 秒間）。































D 児 10 か月の観察回では，摂取状況は主食，汁物，主菜ともに 2/3 量であった。この観察回はビ
デオ撮影初回であり，咀嚼しながら周囲を見回す D 児の姿などがみられ，撮影者の存在やビデオカ
メラに慣れておらず食事に集中しにくかったことが推察される。食べ物を口にした総数は 40 回，拒


















表 9　場面例⑤（D 児 10 か月-Y 保育者）





◦ 咀嚼している間，視線は保育者の斜め後方。 ◦ D 児を見つめ，咀嚼様の口の動きをする（7 秒間）。





















いない Y 保育者は口を動かしている状態であることから，Y 保育者はただ「共に」口を動かし，D
児と「共に」咀嚼の状態を経験している状態である。励ますわけでも評価するでもなく D 児と「共
にあること」である。その後，Y 保育者は「モグモグモグモグ」と言い〈口の動きの促し〉，D 児に
口を動かすことを伝えている。この時には，Y 保育者は D 児と「共にあること」から，D 児の行動
を推し進める役割を担っており，D 児の状況を感じとりながら，援助行為の調整を行っていた。
【場面例⑤の小考察】
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